
◆東京国際対空通信局は、世界的に組織された通信網の通信局の一つであり、
北太平洋区域（NP）および中西部太平洋区域（CWP）を責任区域とし、
短波(HF)を使用して洋上航空路を飛行する航空機に対して以下の業務を実
施している。

1．航空機・管制機関間の位置通報及び管制上の要求の中継、管制通報の伝達
2．航空機の航行の安全に必要な気象その他情報の提供
ａ．悪気象に関する機上観測情報
ｂ．空域悪天情報／火山灰情報
ｃ．主要空港、航空路の閉鎖等
３．その他航空機の航行の安全に関する通信東京国際対空通信局運用室

（成田空港事務所 航空管制通信官）
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【通信の主な取扱範囲】

福岡FIR内の主として洋上を航行する航空機に対して、管制上必要な通報の伝達や航行の安全上必要な情報の提供を行う業務

【特徴的な業務実施方法】

(27) 航空機の捜索救難(SAR)業務 30


